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8-2 点検整備方式

1) 運行前点検項目の判定基準は自動車使用者に周知徹底を図る。

2) 「鲁」印は法規で義務付けられた点検時期を示し，「〇」印は富士重工業㈱で推奨することを示す。

3) 「六」印は保安部品の定期交換を示す。その交換時期は一般走行する不特定多数の車を対象に定めてある。 

従って著しく走行条件の異なるものは，これに準拠して交換する。

4) 厂※」印は初期点検のみを示す。（兹1は初期1力月時，嶔3は初期3力月又は50001^時点検を示す。）

5) 「高速走行」とは80^/ヒ以上の速度で走行する場合をいう。

点検 整備 項目

点検整備時期

判定 基準 備 考
運

行
1し
刖

自家用 事業用等 単
位

千
虻爪

6
か
月
毎

12
か
月
每

24
か
月
每

1
か
月
毎

3
か
月
每

12
か
月
每

か

じ

取

り

装

置

ノ、
ン
ド、

ル

遊び，緩み及びがた 籲 鲁 # 籲 迻3

遊びは直進状態にてホイール 
外周で]VI : 〇〜2511101

？:(エンジン01^時) 〇〜25刪

N1 :マニァル
？:パワステ

を示す。

操作具合 % 鲁 籲 鲁 浓3

ギ
ヤ

ボ
ツ

ク
ス

油漏れ 鲁 鲁

取付の緩み 鲁 0 鲁

軸受部のがた %

ギヤのバックラッシュ %
ラック.1 

ピニオン式

〇
ツ
ド、

及
び
ア

1
ム
類

緩み，がた及び損傷 鲁 0 鲁 籲 -

ボール，ジョイントのダスト.ブー 
ツの亀裂及び損傷 鲁 鲁 鲁 鲁

連結部の摩耗及び取付状態 籲

ナックル.アームの亀裂及びナック 
ルとの取付状態 #

叫

ナク
ッノレ 連結部のがた % 像

か
じ
取

車
輪

ホイール.アライメント 鲁 鲁

トーイン 1 ± 3 111111

キヤンノく 1° ±45

キヤスタ 3° 50'土 1°

左右の回転角度 籲 籲

内 側
十10 3〇,

36。25, - 2。3〇'

外側 33-ベぱ
叫

9〇



点検整備方式

備時 
事業用等

期

単
位

千
レ111

判定 基準 備 考

^1
⑴遊び1〜3削！
⑵踏力約20はで踏込時 

床板とのすき間110臓以上

電動式

後輪和

各輪左右差

総 和

制 動 力

軸重の20%以上

軸重の8 %以下

検査時車両重量の 
50%以上

注）前軸の全ての車輪がロックし計 
測困難な場合は，その状態で総和に 
対し適合するとみなす。

※エ
操作力 20はのとき
引きしろ 7〜9 ノッチ
全ストローク 17 ノッチ

制動力車両重量の20%以上 
操作力 50は以下

浓1

※丄

液面レベル

皿八又ラインと]^111^ラインの 
間にあること

検 整備 項目

取付けの緩み

遊び及び踏み込んだときの床板との 
すき間

踏みしろ及びきき具合

ブレーキのきき具合

引きしろ

ブレーキのきき具合

ラチェット部の摩耗及び損傷

緩み，がた及び損傷

漏れ，損傷及び取付状態

液量

❿

籲鲁

12
か
月
每

か
月
毎

か
月
每

0

0

整検点
用家自

24
か
月
毎

12

か
月
每

6
か
月
毎

運
行
前

#

❿

点

リ
ン
グ
装
置

ハワ
丨

‘ス
テ
ア

ブ
レ
ー
キ

.
ペ
ダル

駐
車
フ
レ
^ —
キ
.

レハ丨

ケ丨
ブル類
 

ロット及
び

ハイフ
ホー
ス及び

，
タンク

リザーバ

か
じ
取
り
装
置

制

動

装

置
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点検整備方式

備時 
事業用等

期

単
位

千
1^01

判定 基準 備 考

自動調整式

標準厚さ 
使用限度

4.4111111 

1.7腿

標準径 
使用限度

180.0111111
182.0111111

標準厚さ 
使用限度

9.011101 
1.5111111

標準厚さ 
使用限度

18.0111111
16.0111111

検 整備 項目

ホイール.シリング及びディスク 
キヤリパの液漏れ

機能，摩耗及び損傷

機能

油密及び気密

ドラムとライニングとのすき間

シューの摺動部分及びライニングの 
摩耗

ドラムの摩耗及び損傷

バック-プレートの状態

ディスクとハ。ッドとのすき間

パッドの摩耗

デイスクの摩耗及び損傷

損傷及び変形

損傷及び変形

12
か
月
每

籲

3
か
月
每

0

0

か
月
毎

整検点
用家自

24
か
月
每

12
か
月
毎

6
か
月
每

籲

0

00

0

0#

##

0

運
行
前

点

リ
ン
ダ
及
び
デ
ィ
ス
ク
.

キ
ャ
リ
八

マ
ス
タ.
シ
リ
ン
ダ.
ホ
イ
ー
ル.
シ

倍力装置

及
び
ブ
レ
ー
キ
.

シ
ュ
ー

ブ
レ
ー
キ
.

ドラ
ム

フレー
ベック

ブ
レ
ー
キ
.

デ
ィ
ス
ク
及
び
パ
ッ

制

訪33

装

置

アクスル

フロント

-
ハゥジンク 

リ
ャ
チ
ク
ス
ル

走行装置
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点検整備方式

取付部の緩み及び損傷

取付部（ブラケット部を除く。）の緩 
み及び損傷

連結部のがた ，

ブラケットの取付けの緩み及び損傷

置

サヨ
スン

ペチ 連結部のがた及びアームの損傷

シ

ク

ァ
ソ

油漏れ及び損傷 鲁

取付部のがた 鲁

走

行

ホ

タイヤの空気圧 滚3

タイャ仕様 前輪 後輪

5.00-12 - 4四 2.2
(1.8) (2.4)

5.00-12-61^
11^

------- - 3.0

145尺12-6？尺 
135/951112 79/

77し
2.2 3.0

1453尺12 2.2 2.2

1555^12 2.0 2.2

7125/70014 4.2

(単位：は/〇が)

()内は 
丫-奶3 - 
マ-1^34型を 
示す。

タイヤの亀裂及び損傷

タイヤの溝の深さ及び異常な摩耗

装

残 溝
尚速走行時 
(1^タイヤ)

1,6麵まで 

2,41腿まで

タイヤの金属片，石その他の異物

ホイール，ナット及びホイール 
ルトの緩み

ボ ※ェ ホイール，ナットと締付け卜
ルク 8.0〜10.01^春爪

リム及びホイール.ディスクの損傷

置 ル リム，サイド，リング及びホイール 
ディスクの損傷
フロント.ホイール.ベアリングの 

がた 鲁
アクスル中心部における軸方 
向の遊び 〇〜0.05111111

リヤ‘ホイール.ベアリングのがた
アクスル中心部における軸方 
向の遊び 〇〜0.3111111

シ
ヤ
シ
ば
ね

損傷 鲁

左右のたわみの不同
取
付
部
及
ひ
連
結
部

州 
衝 
装

考備準基定半

期時備整検点
単
位
千
^

111

等用業事用家自

12
か
月
每

3
か
月
毎

か
月
每

24
か
月
每

12
か
月
每

6
か
月
毎

運
行
前

巨項備整検点
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点検整備方式

操作機構のがた

達 プ及
口び
ぺド
ララ
0イ
シブ
ャ參
フシ
トャ

フ

連結部の緩み

自在継手部のダスト 
及び損傷

ブーツの亀裂

スプライン部のがた
装

自在継手部のがた

プロペラ.シャフトの振れ

置
アクスル，シャフトのねじれ及び亀裂

デン 
フシ 
アヤ 
レル

油漏れ及び油量

点火プラグの状態

電 点

点火時期
気 火

装 装
断熱器の状態

置 置
デイストリビュータのキャップの状態

進角装置(遅角機構を含む。）の機能

94

油漏れ及び損傷

整備時
用 事業用等

点検 整備 項目

点

運

行
麵國，鼠ん秦
刖

動

ク
ラ
ツ

チ

ペダルの遊び及び切れたときの床板 
とのすき間

作用

期

単
位

千

判定 基準 備 考

^1
遊び 10〜25111111
切れたときの床板とのすき間

90111111以上
1^丁車のみ

※丄 ※1は 
皿丁車のみ

迻1

皿丁車：フイラ.プラグ穴下
端から〇〜5丽の間 
にあること

豇〇マ丁車：レベルゲージの
上限〜下限目印線 
の間にあること

※1は漏れ
のみ

0.6111111以下 4界〇車のみ

フイラ.プラグ穴下端から 
0----- 5 111111の間にあること

※1は漏れ
のみ
4界〇車のみ

プラグ.ギャップ1, 〇〜1,1爪111

(単位：已丁〇〇。/印㈤)

浓1

淡3

スーパチャージャ車 4/800

NAパワステ無]\1丁車 6/800

NAが丁パワステ車 6/850

皿只⑺丁車 6/900

NAはキヤ 
ブレータを 
示す

※ェ
※ョ

ポイントギヤップ
0.4〜0.55腿

接点式のみ

キャブレー 
夕車のみ

ト
ラ
ン
ス
.

ミ
ツ
シ

力 
伝

12
か
月
每

か
月
每

か
月
每

24
か
月
每

0 
4 

籲
検

家自

12
か
月
每

籲

6
か
月
每



点検整備方式

期

単
位

千

判定 基準 備 考

液面レベル
上限〜下限目印線の間にある 
こと

液温20でのとき
比重1.240〜1.280

崁1

浓3

アイドリング回転数(単位：叩爪)

スーパチヤージャ車

NAパワステ無]車

NAが丁パワステ車

舰远〇又丁車

800

850

900

NAはキヤ 
ブレータを
示す

締付けトルク
シリンダ.へッド（冷間）

3.5—4,0^2 # 111

マニホールド

吸気1.5〜1.71¢2 0爪 
排気3.0〜5.01^ #爪

(単位：は/。〇!2-!'口11)

圧縮圧力限界

40ル

9.8-300
(8.3-300)

各気筒間差

1- 0^2/01112 
以内

()内は 
スーパチヤ 
—ジャ車を 

示す

滚1

(冷間) 
吸気 
排気

〇.15腿 
0.20111111

レベル#ゲージのド〜し間に 
あること

※ェ

検 整備 項目

液量

液の比重

ターミナル部の接続状態

接続部の緩み及び損傷

かかり具合及び異音

低速及び加速の状態

排気の状態

エア.クリーナ，エレメントの状態

シリンダ.ヘッド及びマニホールト'
各部の締付状態

圧縮圧力

弁すき間

油の汚れ及び量

油漏れ

オイルの童

0

0

0

時備整検点
等用業用家自

12
か
月
每

か
月
毎

I
X

か
月
每

24
か
月
每

12
か
月
每

か
月
每

運
行
前

#

点

ツテリ

電気配線

本

体

潤
滑
装
置

電
気
装
置

原

訪ゴ5!一

機
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点検整備方式

備時 
事業用等

期

単
位

千 
1¢111

判定 基準 備 考

キャブレー 
夕車のみ

リザーノゞ.タンクの卩〜し間 

にあること。

開弁圧 0.8〜1.01

検 整備 項目

燃料漏れ

キャブレータのリンク機構の状態

スロットル.バルブ及びチヨーク. 
バヮレブの状態

燃料の量

水量

水漏れ

ラジェータ，キャップの機能

配管の損傷

配管等の損傷

チヤコール，キヤニスタの詰まり及 

び損傷

チェック.パ、ルブの機能

触媒反応方式等排出ガス減少装置の 
取付けの緩み及び損傷

配管の損傷及び取付状態

遮熱板の取付けの緩み及び損傷

作用

点滅具合，汚れ及び損傷

12
か
月
每

3
か
月
每

0

籲

#

か
月
每

整検点
用家自

24
か
月
每

12
か
月
每

0

0

か
月
每

運
行
前

鲁

❿

鲁

点

燃

料

 
装

置

冷
却
装
置

原

3

3

達機

ガ
ス
還
元
装
置

フロ丨ハイ

鲁

排
出
抑
止
装
置
 

燃
料
蒸
発
ガ
ス

発
散
防
止
装
置
 

一
酸
化
炭
素
等

止装置
 

熱害防

ば
い
煙、

悪
臭
の
あ
る

ガ
ス、

有
毒
な
ガ
ス
等
の
発
散
防
止
装
置

方
向
指
示
器
 

灯
火
装
置
及
び
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点検整備方式

点検整備時期

判定 基準 備 考
運

行

刖

自家用 事業用等 単
位

千 
让111

点 検 整，備 項 目 6
か
月
每

12
か
月
每

24
か
月
每

1
か
月
每

3
か
月
每

12
か
月
每

警浄口 
音液ス 
器噴夕 
、、射及 
窓装び 
拭置施 
器 '鏡 
'デ装 

洗フ置

作用 鲁 像 鲁 鲁

後及射 
写び鏡 
鏡反

写影の状態 籲

反自番車 
射動号両 
器車標番 
及登又号 
び録は標

汚れ及び損傷 鲁

計
器

作用 鲁 0 鲁 鲁

ヱト及
キ鲁び 
ゾパマ 
,1イフ 
スプラ

取付けの緩み及び損傷 # 籲 籲 0

マフラの機能 籲

車
枠
及
び
車
体

ドア.ロックの機能 籲 籲 鲁 參

緩み及び損傷 鲁 鲁 癱

座

席
座席ベルトの状態 鲁 籲

前いら 
日てれ 
の異た 
運常箇 
行が所
に認
おめ

当該箇所に異常がない事を確認 鲁

そ
の
他

シャシ各部の給油脂状態



点検整備方式

点検整備時期

備 考判定基準

ギヤ，オイルの交換 40

4腳車の
フロント， 

デフアレン 
シャルのみ

装

部 倍力装置ゴム部品の交換 4
⑵

(〉内は 
事業用等

置 倍力装置バキューム.ホースの交換
セ
4
⑵

()内は 
事業用等

動

力

伝

ラッ
ンシ
スョ
睾ン

トランス
交換

シヨン.オイルの
40

カーボン^ブラシの摩耗 〇 〇 摩耗限界マークまで
已⑺丁車
のみ

メーカ推奨項目

()内は 
事業用等

安ブレーキ.ホースの交換

制

リ. 
ザタ 
1ン 

バタ
ブレーキ液の交換

2
⑴

()内は 
事業用等

保

動

マスタ.シリンダ，ホイール.シリ 
ンダ及びディスク.キヤリパのゴム 
部品の交換

セ
2

(1)

()内は 
事業用等

類年毎

毎
の
整
備
千

100

走行キロ

腩

12
か月毎

か月毎
か
月
每

用家白

24
か月毎

12
か月毎

6
か月毎

運
行
前

ン
シ
ャ
ル

デフアレ

達
装
置

 ̂
4 
^
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点検整備方式

点 検 整 備 時 期
運 自 家 用 事業用等 走毎 

行の 
キ整 
口備

千

交時
点 検 整備 項目

行

刖

6
か
月
里

12
か
月
每

24
か
月
每

1
か
月
毎

3
か
月
毎

12
か
月
毎

換期
年
每

判定基準 備考

電

点
火
装
置

点火フ"ラグの交換
隹

10

気

装

置

充
電
発
電
機

ベルトの緩み及び損傷 〇 〇 〇 〇 〇 〇 浓1

ベルトの中央部を約101^6 

の力で押したときのたわ 
み

11 ~ 13111111 
〔 7〜9 01111]
( 5 ~ 7 01111)
(4〜〇咖）

[1内は：
スーパチャージャ 

エアコン無車を 
示す
()内は 

エアコン車を 
示す
()内は

スーパチャージャ 
エアコン車を示す

エア.クリーナ.エレメントの交換 20 1

タイミング，ベルトの緩み 〇 〇 〇 效1

本 タイミンダ.ベルトの交換 4

-

体

スーパチャージヤの油量点検 〇 〇

ス ーノヽ。チャ
ージャ車の 
み

原 スーパチヤージヤ.ベルトの緩み
及び損傷

〇 〇 〇 〇 〇
-

ベルトの中央部を約10吆 
の力で押したときのたわ
み 6〜8咖

スーパチャ
ージャ車の 
み

聲 オイル.フイルタの交換 10
泰

動

潤

滑

装

置

エンジン.オイルの交換
10
⑸
[5]

0.5

()内は
30級オイ
ル使用の場 
合を示す 
【〕内はス

ジャ車を示 
す

力

燃
料
装
置

フューエル.フイルタの交換
會

-
20 1

冷
却
装
置

冷却液の交換 40 2

保
安
部
品

フューエル.ホースの交換
令
4

⑵

()内は事 
業用等
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8—3 サービスデータ

1〇〇



サービスデータ

フロント 

ホイール 

アラメント

リャ
ホイール 

アラメント

卜—ン

キャンバ

キヤスタ

ーイン

キヤンバ

アクスルナット締付トルク

ホイールサイス

ホイールナツト締付トルク

ハンドルの遊び

舵 角

フロントディスク 

の厚さ 麵

フロントブレーキ 

パッドの厚さ

ライニング厚さ

内側

外側

標準

限度

標準

限度

標準

限度

ドラム内径

ブレーキレバー

バッテリ型式（）は

5時間率容量を示す

操作力

引き代

般

寒冷地

2^0 4^0

㈧I ± 3

〇
±45,

3。50, ± I

㈧I ± 3

50, ±45,

18は-⑺

12X4.008

10.01<2-⑺

0〜25圓

36° 25，十ド3〇, 
- 2° 301

330 |0~2： 3^：

1801111

15,5關

爪01

1.5咖

翁4刪

.7關

180麵

20咜

7〜9 ノッチ

26八17闩 

(12い21八卜）

388208

(12い28八卜)

38820只

(12ぃ28八卜)
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8-4 給油脂図

給油個所名 油 脂 名 備 考

1 ラジェータ 冷却水 スバル純正クーラント

2 エンジン エンジンオイル スバルモータオイル
@110(56級）
@ 4界〇 (3卩級）
@スーパー（3迟級）
，レッド（50級）
-ゴールド（30級）

@印：推奬オイルを示す

3 X ーノゞ一'^ヤージヤ スーパーチャージャオイル 通常はオイル量点検
4 トランスミッション トランスミツ 

シヨンオイノレ
スバルギヤオイル
エクストラー75/80

トランスミツシ 
ョンフルード

スバル只〇乂丁フルード

5 フロントデファレンシャル フロントデフ 
アレンシャル 
オイル

トランスミッシヨンオイル〇^了）に
同じ

6 ブレーキ ブレーキフル 
-ド

スバル純正ブレーキフルード5

7 トランスミッション 
メーンシャフトスプライン部

グリース ド又2200クラッチグリース

8 アクスルシャフト 
ベアリング公オイルシール

グリース シェル6459N

9 31
001

グリース モリレックスN0.2またはサンライト
TE2-A

17 550-6003

10 ブレーキ ホイール
シリンダ

グリース ニグループ尺父-2 ピストンブーツ内

パッド、 グリース 。グリース パッドとサポートの摺動部 
パッドとシムの接触面

11 ドラムブレーキ
シューとバックプレートの接触面

グリース ブレーキグリース
(ダフコーニング：モリコート7439)

12 ステアリングギヤボックス グリース バリアントグリース]\12

13 ギヤチヱンジレバー摺動部 グリース 出光ダフニコロニクス1^0, 2

14 その他
ペダル摺動部、リヤゲートヒン 
ジ、ドアヒンジ、ドアチェッカ、
エンジンフードロック部、フュ 
ーエルフイラリッド

グリース サンライト2号 
オートレックス八
コノ、0コート
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給油脂図
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